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会 議 録 

会議の名

称 
令和元年度 飯塚市環境審議会(第２回) 

開催日時 令和元年 12 月 18 日(水)14：00～15：10 

開催場所 飯塚市役所 本庁 5 階 研修室 3 

出席委員 
依田委員、堀委員、桑原委員、帆足委員、出嶋委員、梅野委員、吉栁委員、 

西谷委員、広田委員、岡松委員、梅沢委員 

欠席委員 石橋委員、伊藤委員、今津委員、黒木委員 

事務局 

職員 
永岡部長、井上課長、福澤課長補佐、相川係長、久米 

会議内容 

1 開会 

2 議題 

(1)(2) 第 2 次飯塚市環境基本計画「令和元年度事業実施状況（途中経過）」及

び「令和 2年度実施計画」について 

事務局から議題(1)(2)について説明後、質問委員ごとに対する回答等 

○質問-回答 

●拠点ボックスの更なる活用 

市全体の拠点ボックスの設置数及び拠点ボックスの利用状況について 

→平成 30 年度末現在、377 箇所 429 基設置しております。クリーンセン

ターに搬入された量は平成 30 年度実績で、古紙・古布 280ｔ、資源プ

ラ 250ｔ、有害ごみ 27ｔとなります。また、別に自治会の資源回収で

利用されております。 

（再意見） 

⇒拠点ボックスの更なる活用について、前年度との比較を踏まえた活用

状況が知りたい。 

 

●耕作放棄地対策 

内容において、災害防止や地球温暖化対策のために水をためるなど、休

耕田や耕作放棄地の有効活用を促進しますとなっています。新規事業を

行わない理由について 

→対象事業である荒廃農地等利活用促進交付金事業は、災害防止の役割

を担う側面もありますが、主な目的は食料自給率の向上を図るための

農業の担い手への農地の集積・集約化です。しかし、耕作可能な農地

の集積については別事業にて既に実施しており、そうした事業を活用

するも、地域に担い手がいない、耕作状況が悪い農地であるなどの理

由によって、耕作放棄地が増加していることから新規に事業を実施で

きておりません。 

（再質問・回答） 

⇒回答の意味合いが異なる。地球温暖化に伴う災害防止に耕作放棄地対
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策が必要と思われる。今後について、検討していただいて活用してほ

しいという意味合いで質問したところです。 

→担当課に協議し、検討したいと思います。 

 

●地域コミュニティとの連携 

地域コミュニティとの連携は大事なことで「行政は地域の取組に積極的

に参加し、コミュニケーションを図ります」とありますが、現状はどの

ような状況か。 

→地域で開催されているイベントの告知を行うとともに、遠賀川河川協

力団体連絡会がフェイスブックで発信している「知っ得情報！遠賀川」

をフォローし情報収集を行ったほか、今年度は「遠賀川水辺ピクニッ

ク」「We love 穂波川」「建花寺川大掃除」「芦屋・若松海岸クリーンキ

ャンペーン」等に参加し、地域や他の参加者とコミュニケーションを

図っています。 

 

●生ごみ減量化運動・食品ロス削減の普及・啓発 

給食を残さないようにする指導は、口頭だけでなく何か特別なことをさ

れてあるのですか？また、目標達成に向けて新たな指導方法はあるので

すか？令和元年度第 1回の環境審議会で、平成 30 年度の自己評価が達成

（100％）でなかったので質問しています。 

→給食を残さないようにする指導は口頭だけでなく、例えば学年・学級

の発達段階や実態に応じて目標達成シートを作って成果が見えるよう

にしたり、給食委員会等と連携して関連する絵本の読み聞かせを行っ

たりと、学校によってさまざまな取組を行っています。指導実施に関

しては 100％達成ですが、残菜率を含んでの自己評価値としていまし

た。 

 

●監視パトロールの強化 

参考にパトロールを行う区域や日数等を教えてください。 

→飯塚地区管内については、年末年始・土日を除き、直営班がパトロー

ルを行っています。4 支所管内については、お盆・年末年始・祝日を除

き、委託業者が穂波地区と筑穂地区を交互に、庄内地区と頴田地区を交

互にそれぞれパトロールしております。 

 

●ごみ分別・リサイクル推進によるゴミの減量化への普及啓発事業 

ペットボトルキャップの個人による回収量はわかりますか？また、個人

で持っていく場合は、どういうところに回収箱がありますか？ 

→ペットボトルキャップの回収ボックスは、本庁、各支所、各交流セン

ターの他、民間のスーパー等に設置しています。なお、個人による回

収量については個別に計測していないためわかりません。 

（再質問・回答） 

⇒ペットボトルキャップの回収は、回収量によりワクチンになるという
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事業があるため、学校等で実施されている部分があるが、ボトル本体

の部分についてリサイクルがされているのか、目的がキャップを収集

することとなり、結果的にペットボトルを大量に消費する形になって

いるのではないかという問題があると感じる。市としての意見を聞き

たい。 

→ペットボトルなどについて、まずは断る、買わないことを推奨したう

えで、人からもらった物についてはリサイクルをするということを推

進していく方針です。 

 

●直売所の適正な維持管理に関する支援 

直売所の支援について具体的な内容を教えてください。また、直売所で

はイベントなどもされているのですか？  

→直売所の支援につきましては、地元の協議会に無償貸与を行っている

こともあり、具体的に日常的な支援を行っておりませんが、老朽化し

た看板の製作を平成 30 年度に実施しています。イベントにつきまして

は、夏まつり、ぜんざい会、餅つき等の行事を季節毎に実施していま

す。 

 

●買い物袋（マイバック）持参運動の促進 

レジ袋廃止にすれば事業が達成できると思います。前段階としてレジ袋

有料化も効果的な施策と思います。 

→レジ袋については、11 月に政府がレジ袋有料化を来年 7月から実施す

る旨、発表したところです。レジ袋廃止についての働きかけについて

検討しますが、最終的には各事業者が決定することと考えています。

なお、マイバックの持参運動の普及は、レジ袋の不使用に繋がると考

えるため、引き続き、マイバックの持参の推進を行っていきます。 

 

●監視カメラ・不法投棄防止看板の設置 

不法投棄する場所は大体決まっていると思います。1 箇所ずつカメラを

増やしてほしい。  

→1 箇所ずつカメラを設置することは、カメラの維持管理やデータの保

管管理等が困難であるため、まずはパトロールや看板設置で対応し、

重点的な箇所にカメラを設置するようにしております。 

（再意見） 

⇒維持管理は大変と思うが、看板設置より効果があると思うので設置を

してほしいと切に思います。 

 

●監視カメラ・不法投棄防止看板の設置 

不法投棄する場所は大体決まっていると思います。1 箇所ずつカメラを

増やしてほしい。  

→1 箇所ずつカメラを設置することは、カメラの維持管理やデータの保

管管理等が困難であるため、まずはパトロールや看板設置で対応し、



4 

 

重点的な箇所にカメラを設置するようにしております。 

（再意見） 

⇒維持管理は大変と思うが、看板設置より効果があると思うので設置を

してほしいと切に思います。 

 

  ●拠点回収ボックスの利用促進 

   市役所の拠点回収ボックスについて場所の表示や広報誌で所在を宣伝し

てほしい。また、常に管理されている状態にしてほしい。 

  →市報（2 月 1 日号）にて、本庁・各支所の拠点ボックスについては広報

予定です。また、本庁・各支所の拠点ボックスは庁舎管理を行うかで管

理されており、自治会用の拠点ボックスは自治会で管理されております。 

  （再意見） 

  ⇒時々、各拠点ボックスを見て回るが、満杯で扉が閉まらなかったりして

いる。是非、定期的に収集してほしい。 

  →回収日は決まっており、環境対策課が順次回収している。 

 

  ●毎月 5日の環境デーの活用 

   プラスチックを使わない生活を 3 日間送ろうという”3days plastic 

challenge”運動があります。毎月 5 日の環境デーでも使い捨てプラステ

ィックを使わない生活を 1 日間送ろうという取り組みをしてはどうかと

提案します。 

  →今後の検討課題とさせていただきます。 

 

(3) 第 2 次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）達成状況 

（温室効果ガス排出量）について 

事務局から議題(3)について説明後、全体を通して質問・回答 

○質問-回答 

①電気使用量等の燃料使用量について、どのように集計しているのか。 

→事務事業編における集計対象は官庁関係のものとなりますので、市の

市長部局・企業局・教育部局の各請求書から集計しています。 

 

②ものによって大きく使用量が増減した燃料などがありますが、内容の

分析はしていますか？ 

→燃料の使用種類の変更や、特定の燃料を使用していた施設が事業廃止

する等したことにより、基準年度から大幅に使用量が減少している燃

料種があります。  

 

(4) 第 3 次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）について 

事務局から議題(3)について説明後、全体を通して質問・回答 

 ○質問‐回答 

   ①基準年度は何年度にする予定ですか。 

   →国の計画と合わせるまた、第 2次計画からの推移を見るため、平成 25
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年度を現在と同様、平成 25 年度を基準年度とする予定です。 

 

 3 閉会 

会議資料 

資料 1：第 2次飯塚市環境基本計画「令和元年度実施状況（途中経過報告） 

及び令和 2年度事業計画」 年次報告書 

資料 2：第 2次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）達成状況 

   （温室効果ガス排出量）について 

資料 3：第 3次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）にかかる 

策定方針（案） 

公開・非

公開の別 

1 公開   2 一部公開   3 非公開 

（傍聴者 0人） 

その他  

 


